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謹
賀
新
年

町
民
の
皆
様
が
、

今
年
一
年
健
康
で
幸
せ
に

満
ち
た
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に

▲ 12月 5日に松島東部地域交流センターで行われた
　しめ縄、門松づくり教室



　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
期
待
と
信
頼
に
お
応
え
す
る
た
め
、

改
め
て
誠
心
誠
意
取
り
組
む
決
意
を
し
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
衆
議
院
選
挙
に
お
い
て
政
権

与
党
が
交
代
し
、
新
政
権
が
示
す
運
営
方

針
に
よ
っ
て
、
我
々
市
町
村
を
取
り
巻
く

社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
町
は
「
町
民
の
誇

り
と
な
る
松
島
町
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
、「
防
災
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
」、「
観
光
」
を
大
き
な
柱
と
し
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
「
防
災
」
は
、
私
た
ち
の
最
も
大
切
な

生
命
を
守
る
た
め
、
宮
城
県
沖
地
震
を
は

じ
め
と
す
る
災
害
に
備
え
て
、
備
蓄
倉
庫

や
消
防
車
車
庫
な
ど
の
整
備
に
加
え
、小
・

中
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
「
ま
つ
し
ま

防
災
学
」
の
実
施
や
大
規
模
災
害
時
災
害

廃
棄
物
の
撤
去
に
つ
い
て
宮
城
県
解
体
工

事
業
協
同
組
合
と
協
定
を
締
結
す
る
な
ど
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
備
え
を
充
実

さ
せ
、
町
民
は
も
ち
ろ
ん
観
光
客
も
安
心

し
て
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

次
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
で
す
。
少
子

高
齢
化
、
核
家
族
化
が
進
み
、
益
々
、
地

域
住
民
の
相
互
協
力
が
重
要
視
さ
れ
て
い

ま
す
。
町
と
し
て
は
、
各
地
域
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
も
、
各
地
域
の
集
会
施
設
の
改
修
を

行
う
と
と
も
に
、
旧
第
三
、
第
四
小
学
校

の
校
舎
を
活
用
し
た
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

の
整
備
な
ど
、
地
域
活
動
の
場
を
積
極
的

に
整
備
し
て
い
ま
す
。
地
域
活
性
化
や
コ

「
行
っ
て
み
た
い
ま
ち
、

住
ん
で
み
た
い
ま
ち
、

松
島
」に
向
け
て

◆
年
頭
の
あ
い
さ
つ
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大正3年生まれ
二宮　芳子さん（手樽）

大正15年生まれ
半田すみ子さん（磯崎）

昭和13年生まれ
小畑　隆保さん（下竹谷）

昭和25年生まれ
西澤　優さん（高城）

毎日を明るく楽しくすごせま
すように

景色だけではなく、世界に名高
き松島町になってほしいですね

地域の活性化に貢献していき
たいと思います

虎の勢いで商売をがんばります



ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
目
指
し
、
地
域
か

ら
町
全
体
を
元
気
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
松
島
町
は
昨
年
四
月
か
ら
、
景

観
行
政
団
体
へ
移
行
し
ま
し
た
。
松
島
町

に
あ
る
素
晴
ら
し
い
自
然
と
歴
史
的
資
源

を
守
り
な
が
ら
、
景
観
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
現
在
、
景
観
計

画
の
策
定
作
業
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
景
観
づ
く
り
を
一
つ
の
手
が
か

り
と
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
観
光
」
は
、
幅
広
い
分
野
を
包
含
し

た
総
産
業
で
あ
り
、
今
後
の
地
域
発
展
の

先
導
的
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
昨
年
は
、「
仙
台
・
宮
城
（
伊

達
な
旅
）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
開
催
さ
れ
、

松
島
町
で
は
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
は
じ

め
様
々
な
企
画
で
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
松

島
が
「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
・
ガ
イ

ド
」
で
三
つ
星
の
評
価
を
い
た
だ
く
な
ど
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
事
業
の
成
果

が
形
と
な
っ
て
現
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
宿
泊
施
設
で
は
温
泉
が
整
備
さ
れ
、

さ
ら
に
地
産
地
消
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

産
業
間
の
新
た
な
連
携
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
瑞
巌
寺
周
辺
に
お
い
て
は
、

景
観
に
配
慮
し
た
寺
町
整
備
事
業
を
推
進

し
、
よ
り
魅
力
的
な
空
間
を
創
出
す
る
と

と
も
に
、
松
島
の
あ
ふ
れ
る
魅
力
を
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
事
業
を
進
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　　

平
成
二
十
二
年
度
は
松
島
町
長
期
総
合

計
画
の
第
二
次
基
本
計
画
（
平
成
十
八
年

度
〜
平
成
二
十
二
年
度
）
の
最
終
年
度
で

あ
り
、
現
在
、
第
三
次
基
本
計
画
（
平
成

二
十
三
年
度
〜
平
成
二
十
七
年
度
）
の
策

定
に
向
け
た
各
種
調
査
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
事
業
を
点
検

し
、「
行
っ
て
み
た
い
ま
ち
、
住
ん
で
み

た
い
ま
ち
、
松
島
」
の
礎

い
し
ず
え

と
な
る
よ
う
、

新
た
な
視
点
を
加
え
た
第
三
次
基
本
計
画

を
策
定
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
町
民
の
皆
様
と
協
力
し
な
が
ら
、

将
来
に
希
望
を
持
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
後
、
更
な
る
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成

二
十
二
年
の
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

松
島
町
長　

大 

橋 

健 

男
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昭和37年生まれ
菅野　圭一さん（松島）

昭和49年生まれ
加藤須磨子さん（松島）

昭和61年生まれ
渡辺沙耶香さん（高城）

平成10年生まれ
丹野　海人さん（磯崎）

大好きなサッカーをがんばるぞ 今年は、明るい出来事が多い
年でありますように

二児の母として、子育てを
がんばります

充実した1年になりますように
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固定資産税の課税誤りとお詫び
　町民そして納税者の皆様におかれましては、日ごろより本町の税務行政についてご理解とご協力を賜り厚くお礼
申し上げます。
　さて、この度、固定資産税のうち、家屋の一部について、誤った評価計算により、長年にわたって本来の税額よ
りも過大に課税していたことが判明いたしました。
　町民の皆様、そして納税者の皆様には多大なるご迷惑をおかけし、また本町の税務行政への信頼を失わせる結果
となりましたことにつきまして、心よりお詫びを申し上げます。
　今回の課税誤りにつきまして深く反省し、町の税務行政に対する信頼を裏切ることのないよう、再発防止に努め
て参りますので、今後ともご理解とご協力を賜りますよう、切にお願い申し上げます。

松島町長　大 橋  健 男

■課税誤りの内容について
　今回の誤りは、電算システム導入に伴い固定資産税の税
情報（税データ）の一部が、新たな電算システムに正しく
移行されていなかったことによるものです。
　家屋の評価については、その用途ごとに「経年減点補正
率（家屋の建築後の年数経過によって通常生ずる減価等を
補正する率）」が区分され、それぞれ区分に応じた補正率を
乗じて評価計算をしますが、非木造家屋のうちアパート・
ホテルの一部について平成9年度の電算システム導入による
データ移行の際、適正な区分表記で移行されず、平成9年度
から平成21年度まで誤った適用区分で評価計算をし、過大
に課税をしていたものです。なお、このことに連動して、
国民健康保険税と都市計画税にも一部影響がありました。
　評価額につきましては3年に1回、固定資産評価基準に基
づく評価替えが行われ再計算を行う訳ですが、評価内容等
の確認を行う機会はあったにもかかわらず、その誤りが発
見・確認できず今回の課税誤りにつながったことは、担当
課におけるデータ内容の確認・チェック体制等の不備も大
きな要因となったと考えております。

■還付対象となる期間について
　還付対象期間は、地方税法で5年前までとなっております
が、「松島町固定資産税過誤納分支払要綱」及び「同事務取
扱要領」により、平成11年度から平成20年度までの10年間
分を還付させていただきます。国民健康保険税も同様に資
産割額分について、該当する方に還付させていただきます。
　なお、課税誤りが生じた平成9年度と平成10年度の2年分
については、関係書類の保存年数が経過し、町で納税状況
等が確認できないため、対象となる納税義務者の方から、

領収書その他納付が確認できる資料を提出されることによ
り還付をさせていただくことになります。

■税額の還付手続について
　還付の対象となる方につきましては、昨年12月中からご
自宅等を訪問し、お詫びと課税誤りの内容を説明させてい
ただきました。また、還付請求についてもご説明の上、手
続を進めさせていただいております。

■再発防止策について
　今後このような誤りが起きないよう、電算システム内容、
通年におけるデータ入力に加え、評価替え、データ移行時
の課税データの確認等について電算会社と連携の上、確認
体制の構築を図るとともに、職員の資質向上と意識強化・
改善に取組み、再発防止に努めて参ります。

■対象となる家屋及び還付額について
　課税誤りが判明した家屋は非木造家屋で、その用途がア
パート・ホテルの一部の47件（棟）が対象です。内訳はア
パート29件（棟）、ホテル18件（棟）となります。
　また、還付の対象となる納税義務者の方は法人・個人合
わせて28人で、還付対象額は、本税及び還付加算金と利息
相当額の合計で約73,260千円となります。
　また、国民健康保険税においても固定資産税額が資産割
額の算定基礎となっていることから、納税義務者8名の方が
還付対象となり、還付対象額は本税及び還付加算金と利息
相当額の合計で約589千円となります。
　なお、平成21年度の税額につきましては、税額の更正の
手続きをとらせていただきます。

●固定資産税（一部都市計画税を含む）　　

・対象となる家屋 非木造家屋のうちアパート・
ホテルの一部

・対象となる件(棟)数 47件(棟)
・対象納税義務者数 28人(法人・個人)
・還付対象となる税額 58,889千円
・加算金・利息相当分 14,371千円
還付対象額　計 73,260千円

●国民健康保険税（資産割）
・還付対象納税義務者数 8人
・還付対象となる税額 458千円
・加算金・利息相当分 131千円

還付対象額　計 589千円

■問い合わせ
　　財務課 税務班　☎354－5703（直通）
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美遊がリフレッシュ !!
　「美遊」は12月20日（日）からメンテナンスのため休館していましたが、プール水の完全交換などのリニューアル
を終え1月7日（木）から開館します。新年となり新たな気持ちで運動に取り組んでみませんか。また年末年始に｢食
べ過ぎてしまった｣｢運動不足になってしまった｣という方もぜひこの機会に運動でリフレッシュしませんか。

初トレだよ!  美遊施設無料開放デー
　1月7日（木）は｢初トレーニング｣の日として美遊施設の終日無料開放を行います。また、当日は先着50人に記念
品をプレゼントします。新年、新たな気持ちで運動を始めませんか。
　また、当日は毎週木曜日午前10時30分から開催している｢アクアエクササイズ｣も無料で参加することができます。
多くのみなさまのご来館をお待ちしています。
 

1月のトレーニングジム登録講習会のお知らせ
　     　  トレーニングジムを利用するには、講習会の受講が必要です。（高校生以上）
　　　　　　　 　  7日（木）午後1時30分～       9日（土）午後7時～   13日（水）午前10時30分～
　　　　　　　　 17日（日）午前10時30分～　23日（土）午後7時～
　受付は電話でも仮受付しますが、申請受付は温水プールで直接行います。
　申請の際は、3ヵ月以内に写した本人の写真（縦3cm×横2.5cm）2枚をご持参願います。　
　なお、各時間帯の受講者数はおおむね10人（先着順）です。講習会時は上靴と運動のできる服装をご持参願います。

  ●問合先   スポーツ振興センター　0354－4485

1月の休館日のお知らせ　　1月1日（祝）～6日（水）、12日（火）、18日（月）、25日（月）

勧誘の電話をなかなか切ることが出来ない はい　・　いいえ
外見で人を判断しがちである はい　・　いいえ
人から頼まれると嫌といえない はい　・　いいえ
貸したお金を請求できない はい　・　いいえ
どんな失敗も成功のもとである はい　・　いいえ
知らない人ともすぐ友だちになれる はい　・　いいえ
やっぱりドラマは人情ものに限る はい　・　いいえ

○ 一番良いトラブル予防策は事業者の巧妙なセールストークに応じず
「きっぱり」断る事。
○ 「契約」は口約束だけでも成立します。一人ではすぐに契約せず家
族や知人に必ず相談しましょう。
○ 事業者の悪質な手口で判断を誤って契約してしまった場合は、その
契約を取り消すことができます。

●相 談 日　毎週火・木曜日　午前9時～午後4時30分　
●相談窓口　産業観光課 商工観光班　消費生活相談員　0354-5708
※ 毎月第1火曜日（午前10時～午後3時）は勤労青少年ホームで相談を
受けます。

　賢い消費者になるために

<だまされない自信ありますか> 人の良すぎるあなたは、悪質業者の
かっこうの的。このままでは破産の
憂き目にあいかねません。時には心
を鬼にすることも必要です。

「はい」7つ

優柔不断な面のあるあなた。すでに
悪質商法に引っかかったことがある
のでは?「後悔先に立たず」です。く
れぐれも注意しましょう。

「はい」5つ~6つ

自分だけは大丈夫といつも思ってい
ませんか?悪質業者はそんなあなた
の心のすきをねらっているのです。

「はい」3つ~4つ

最後のツメがまだまだ甘いですね。
相手の強引な押しに負けないよう、
断固とした姿勢できっぱり「必要あ
りません」と言いましょう。

「はい」2つ~1つ

今後もこの調子で悪質商法を撃退し
ましょう。ただし、猜

さい

疑
ぎ

心
しん

はほどほ
どに。

「はい」なし
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町
議
会
議
員
選
挙
終
わ
る

松
島
町
の
将
来
を
築
く

町
議
会
へ

　

任
期
満
了
に
伴
う
松
島
町
議
会

議
員
一
般
選
挙
が
、
昨
年
十
一
月

二
十
四
日
告
示
、
十
一
月
二
十
九

日
投
票
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
選
挙
は
十
八
人
の
議
員

定
数
に
十
九
人
が
立
候
補
し
、
各

候
補
は
激
し
い
選
挙
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

投
票
は
町
内
十
箇
所
の
投
票
所

で
午
前
七
時
か
ら
行
わ
れ
、
投
票

率
は
前
回
（
平
成
十
七
年
）
よ
り

七
・
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
下
回
る

六
十
八
・
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
し

た
。

　

ま
た
、
開
票
は
各
候
補
の
関
係

者
が
見
守
る
中
、
午
後
九
時
か
ら

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
開
票
の

結
果
十
八
人
の
新
議
員
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　

翌
日
十
一
月
三
十
日
に
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
た
当
選
証
書
付
与

式
で
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
平

塚
利
勝
委
員
長
よ
り
、
当
選
証
書

が
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

十
二
月
十
五
日
か
ら
開
会
し
た

初
議
会
で
、
議
長
に
櫻
井
公
一
議

員
、
副
議
長
に
小
幡
公
雄
議
員
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

町
議
会
議
員
の
紹
介

（
五
十
音
順
）

（　

）
内
は
政
党
名
・
当
選
回
数

今野 章 議員
磯崎（共産・⑦）

菅野 良雄 議員
幡谷（無・⑤）

片山 正弘 議員
高城（無・⑥）

小幡 公雄 議員
桜渡戸（無・②）

尾口 慶悦 議員
高城（無・④）

色川 晴夫 議員
松島（無・④）

伊賀 光男 議員
初原（無・①）

阿部 幸夫 議員
北小泉（無・④）

赤間 洵 議員
 磯崎（無・③）

▲当選証書付与式

新議員誕生
～松島町議会議員18人が決まる～
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佐藤 皓一 議員
 （高城・①）

櫻井 公一 議員
手樽（無・④）

後藤 良郎 議員
初原（公明・③）

髙橋 利典 議員
本郷（無・④）

髙橋 辰郎 議員
磯崎（無・⑩）

澁谷 秀夫 議員
本郷（無・③）

綠山 市朗 議員
松島（無・①）

太齋 雅一 議員
幡谷（無・⑥）

髙橋 幸彦 議員
磯崎（無・②）

▲初議会の様子

松島町議会議員一般選挙結果
(得票数順)

1 色川晴夫 721票

2 後藤よしろう 666票

3 今野章 608票

4 かんの良雄 597票

5 桜井公一 561票

6 尾口けいえつ 560票

7 高橋ゆきひこ 550.389票

8 片山正弘 542票

8 いがみつお 542票

10 しぶや秀夫 510票

11 阿部ゆきお 493票

12 高橋辰郎 445.315票

13 ださい雅一 434票

14 高橋としのり 416.294票

15 赤間まこと 384票

16 おばた公雄 336票

17 緑山市朗 276票

18 佐藤皓一 142票

19 大友よしひろ 102票
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教
育
行
政
点
検
評
価
報
告
書
を
提
出

新
た
な
安
全
安
心
な
町
づ
く
り
に

向
け
て

　

平
成
十
九
年
六
月
に
、「
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
各
教
育
委

員
会
で
は
、
毎
年
、
教
育
行
政
事
務
の

管
理
及
び
執
行
状
況
に
つ
い
て
点
検
と

評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
関
す
る
報

告
書
を
議
会
に
提
出
し
、
公
表
す
る
こ

と
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
は
、
効
果
的
な
教
育
行
政

の
推
進
と
、
町
民
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
し
て
い
く
た
め
、
地
方
教
育
行
政
の

組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第

二
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

二
十
年
度
の
教
育
委
員
会
の
点
検
と
評

価
を
行
い
、
教
育
に
関
す
る
学
識
経
験

者
の
意
見
を
付
し
て
報
告
す
る
も
の
で

す
。

　

報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【http://w
w
w
.tow

n.m
atsushim

a.
m
iyagi.jp/ 

】

▲

報
告
書
を
提
出
す
る
大
宮
司
委
員
長
（
写

真
左
か
ら
、菅
野
前
議
長
、大
宮
司
委
員
長
、

米
川
教
育
長
）

▲
「
ま
つ
し
ま
防
災
学
」
の
授
業
風
景

　

地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
時
に
倒
壊

し
た
建
物
な
ど
を
撤
去
す
る
た
め
、
町

と
宮
城
県
解
体
工
事
業
協
同
組
合
（
佐

藤
正
之
理
事
長
）
が
防
災
協
定
を
結
び

ま
し
た
。

　

十
二
月
七
日
に
役
場
で
締
結
式
が
行

わ
れ
、
大
橋
町
長
と
佐
藤
理
事
長
が
協

定
書
に
サ
イ
ン
を
し
ま
し
た
。
大
橋
町

長
は
「
緊
急
道
路
が
確
保
で
き
る
よ
う

よ
り
よ
い
協
力
体
制
を
築
き
上
げ
た

い
」
と
話
し
、
佐
藤
理
事
長
は
「
松
島

町
は
観
光
の
町
な
の
で
、
災
害
の
備
え

を
万
全
に
し
て
い
る
こ
と
を
観
光
客
に

も
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

協
定
書
で
は
、
松
島
町
地
域
防
災
計

画
に
基
づ
き
、
大
規
模
災
害
の
際
に
町

の
要
請
を
受
け
て
、
倒
壊
建
物
な
ど
の

解
体
撤
去
、
災
害
廃
棄
物
の
収
集
・
運

搬
、
一
時
保
管
な
ど
の
円
滑
な
実
施
の

た
め
に
協
力
す
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

▲

協
定
書
に
調
印
し
た
大
橋
町
長
と
佐
藤
理

事
長

▲

災
害
時
に
、
緊
急
道
路
の
確
保
や
倒
壊
建
物

の
撤
去
な
ど
の
協
力
を
要
請
し
ま
す
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ね
ま
わ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

委
員
会
（
小
島
等
事
務
局
長
）
で

は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
グ

リ
ネ
ッ
ト
21
（
加
藤
徹
理
事
長
）

と
連
携
し
、「
農
村
景
観
・
自
然

環
境
再
生
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
」
の

一
環
と
し
て
、
東
宮
殿
下
一
分
間

停
車
の
記
念
碑
の
周
辺
等
を
整
備

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
草
木
が
生
い
茂
り

そ
の
存
在
自
体
を
知
る
こ
と
が
難

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

土
地
所
有
者
や
地
区
内
外
の
皆
さ

ん
の
協
力
に
よ
り
、
明
治
潜
穴
工

事
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
刻
ま

れ
た
記
念
碑
が
い
つ
で
も
見
学
で

き
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
島
事
務
局
長
は
、「
念
願
で

あ
っ
た
記
念
碑
周
辺
の
整
備
が
実

現
し
ま
し
た
。
先
人
た
ち
の
米
づ

く
り
に
か
け
た
強
い
思
い
が
伝
わ

る
潜
穴
は
、
地
域
そ
し
て
町
の
財

産
な
の
で
、
次
の
世
代
へ
と
守
り

継
い
で
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
で
整
備
さ
れ
た
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

● 

東
宮
殿
下
一
分
間
停
車
記
念
碑

周
辺
整
備

●
記
念
碑
の
説
明
板
設
置

●
元
禄
潜
穴
穴
尻
の
標
柱
設
置

　明治潜穴工事施工にあたっては、工事続行派と工事中止派との対立の中、中止派の感情が強く残っていました。明治41年
10月に東宮殿下（後の大正天皇）が、奥州地方を行啓なされると言うことを知り、鹿島台村長鎌田三之助は、東宮侍従に願
い出て殿下の代理の方の視察を切望しました。
　ところが、東宮殿下自らご台覧との報告を受け、鎌田村長はじめ工事続行派は大喜び。
明治41年10月13日午後3時40分、根廻上山王地内の鉄橋上にお召し列車が1分間停車し、ご台覧の栄を得ました。当時の
お召し列車が停車場以外に停車することは絶対にあり得ないことでした。
　東宮殿下よりのお言葉
　　「天下の大工事である。中途挫折の事なく竣工せしめよ」
　これ以後、工事関係者には動揺はなくなり無事に工事が完了しました。
　この石碑は、東宮殿下がご台覧された記念として昭和8年9月品井沼水害予防組合により建立されました。　

記念碑建立のエピソード

▲整備前の記念碑周辺の様子

▲花壇や記念碑の説明板等が整備されました

▲

東
宮
殿
下
の
停
車
を
待
つ
工
事
関
係

者
（
川
奥
が
明
治
潜
穴
穴
尻
）

が
ん
ば
る
ま
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

    
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
を
ー

東
宮
殿
下
一
分
間
停
車
記
念
碑

周
辺
を
整
備
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お
坊
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

ぺ
っ
た
ん

　

松
島
保
育
所
で
は
、
十
二
月
一
日
に
餅
つ

き
を
行
い
ま
し
た
。

　

瑞
巌
寺
か
ら
二
人
の
お
坊
さ
ん
が
手
伝
い

に
訪
れ
、
陽
徳
院
で
実
際
に
使
用
し
て
い
る

臼
と
杵
で
餅
つ
き
を
披
露
し
ま
し
た
。
園
児

た
ち
も
お
そ
ろ
い
の
法は

っ

被ぴ

を
き
て
、「
よ
い

し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」
と
い
う
か
け
声
に
合
せ

な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
お
坊
さ
ん
と
一
緒
に

餅
つ
き
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

で
き
あ
が
っ
た
ふ
っ
く
ら
と
し
た
餅
は
、

さ
っ
そ
く
あ
ん
こ
や
納
豆
、雑
煮
に
さ
れ「
お

い
し
い
ね
」
な
ど
と
話
し
な
が
ら
、
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
松
島
保
育
所
で
は
、
毎
年
年

末
に
瑞
巌
寺
の
協
力
で
、
餅
つ
き
を
行
っ
て

い
ま
す
。

「
駅
長
オ
ス
ス
メ
の
小
さ
な
旅
」

を
開
催

　

十
二
月
十
二
日
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
仙
台
支
社

の
企
画
に
よ
る
「
駅
長
オ
ス
ス
メ
の
小
さ
な

旅
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
回
町
内
の
名
所
旧
跡
を
徒
歩
で
回
る
人

気
企
画
で
、
当
日
は
町
内
外
か
ら
二
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

高
城
町
駅
を
出
発
し
た
一
行
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
奥
平
勝
保
さ
ん
を
先
頭
に

松
島
高
校
近
く
の
高
城
一
里
塚
を
見
学
し
た

後
、
新
富
山
展
望
台
や
水
主
町
、
陽
徳
院
寶ほ

う

華げ

殿で
ん

を
見
学
し
ま
し
た
。
途
中
、
小
さ
な
神

社
や
石
碑
を
見
つ
け
て
は
立
ち
止
ま
り
奥
平

さ
ん
が
説
明
す
る
と
、
参
加
者
は
熱
心
に
メ

モ
を
取
る
な
ど
、
松
島
の
奥
深
い
歴
史
に
感

心
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

旬
の
味
覚
を
堪
能

第
四
回
松
島
大
漁
か
き
ま
つ
り

in
磯
島

　

第
四
回
松
島
大
漁
か
き
ま
つ
り
ｉ
ｎ
磯
島

が
、
十
一
月
二
十
三
日
の
か
き
の
日
に
磯
島

で
開
催
さ
れ
、
新
鮮
な
か
き
を
求
め
る
約

二
万
人
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

無
料
の
殻
付
き
か
き
が
二
万
個
以
上
準
備

さ
れ
た
ほ
か
、
か
き
汁
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
で

も
五
千
食
が
提
供
さ
れ
、
早
朝
か
ら
多
く
の

観
光
客
が
順
番
を
待
つ
列
を
つ
く
る
ほ
ど
の

盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
赤
間
庄
三
実
行
委
員
長
が

「
今
年
の
か
き
は
特
に
身
入
り
が
い
い
の
で
、

旬
の
か
き
を
た
っ
ぷ
り
味
わ
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
二
つ
に
割
っ
た
ド
ラ
ム
缶
等
に

網
を
乗
せ
た
炭
火
の
炉
端
コ
ー
ナ
ー
も
設
置

さ
れ
、
観
光
客
は
、
買
い
求
め
た
ば
か
り
の

新
鮮
な
海
産
物
を
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
で
コ
ン
ロ
を
持
ち
込
ん
で
、
か

き
鍋
な
ど
思
い
思
い
の
料
理
を
楽
し
む
グ
ル

ー
プ
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
生
か
き
の
即
売
コ
ー
ナ
ー
の

他
に
、
町
内
で
取
れ
た
白
菜
や
大
根
な
ど
の

農
産
物
を
販
売
す
る
地
産
地
消
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
、
松
島
の
旬
な
味
覚
を
買
い
求
め

る
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

▲高城の大日如来堂を説明する奥平さん

▲お坊さんといっしょに笑顔で餅つき体験

▲かき汁試食コーナーは長蛇の列が出来るほどの人気でした

▲熱々のかきに舌鼓を打つ観光客でにぎわいました 
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白
寿
お
め
で
と
う

　

十
二
月
三
日
に
誕
生
日
を
迎
え
た
大
葉
あ

き
の
さ
ん
（
本
郷
）
を
、
大
橋
町
長
が
お
祝

い
に
訪
れ
、
花
束
と
敬
老
祝
い
金
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　

大
葉
さ
ん
は
明
治
四
十
三
年
生
ま
れ
で
足

腰
が
弱
く
な
っ
た
も
の
の
自
宅
で
開
催
さ
れ

て
い
る
大
正
琴
教
室
の
演
奏
を
楽
し
ん
で
聞

い
て
い
る
そ
う
で
す
。

中
国
駐
日
特
命
全
権
大
使

が
来
松

　

崔さ
い

天て
ん

凱が
い

中
国
駐
日
特
命
全
権
大
使
が
十
一

月
二
十
五
日
に
当
町
を
訪
れ
、
大
橋
町
長
や

円
通
院
の
天
野
晴
華
副
住
職
の
案
内
で
、
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
円
通
院
の
紅
葉
や
瑞
巌

寺
参
道
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

崔
大
使
は
「
す
ば
ら
し
い
紅
葉
と
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
に
心
打
た
れ
ま
し
た
。
松
島
の
紅
葉

は
世
界
に
誇
れ
る
資
源
で
す
ね
」
と
感
動
し

た
様
子
で
し
た
。

　

崔
天
凱
大
使
は
、
魯
迅
の
ゆ
か
り
の
地
で

あ
る
仙
台
市
博
物
館
の
魯
迅
の
碑
や
東
北
大

学
を
表
敬
訪
問
す
る
た
め
宮
城
県
を
訪
れ
、

大
使
の
希
望
で
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
見
学

に
訪
れ
ま
し
た
。

松
島
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
が

誕
生

　

松
島
の
観
光
や
飲
食
店
の
情
報
を
掲
載
し

た
月
刊
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
「
松
島
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｏ

Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
」
ジ
モ
テ
ィ
ー
ズ
が
十
二
月
十
五

日
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　

松
島
の
地
域
活
性
化
の
た
め
に
、
町
の
出

身
者
な
ど
で
設
立
し
た
松
島
活
性
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
株
）（
石
川
隆
二
代
表
取
締
役
）

が
創
刊
し
た
も
の
で
す
。
雑
誌
名
は
若
い
人

が
地
元
の
人
を
ジ
モ
テ
ィ
ー
と
呼
ぶ
こ
と
か

ら
ジ
モ
テ
ィ
ー
ズ
と
名
付
け
、
旬
な
観
光
情

報
や
飲
食
店
の
情
報
、
穴
場
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

石
川
代
表
は
「
観
光
雑
誌
に
は
載
ら
な
い

よ
う
な
、
地
元
の
人
な
ら
で
は
の
情
報
や
物

語
を
紹
介
し
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
創
刊
号
は
一
万
部
発
行
さ
れ
、
町
内

の
観
光
施
設
や
宿
泊
施
設
、
役
場
、
仙
台
駅

な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

寄
付
・
寄
贈

町
へ

◆
瑞
巌
寺
六
度
会
（
大
宮
司
哲
会
長
）
よ
り

 

車
イ
ス
一
台

社
会
福
祉
協
議
会
へ

◆
初
原
分
館
（
赤
間
博
明
分
館
長
）
よ
り

 

金
一
万
四
千
二
百
二
十
円

◆
反
町
分
屯
地
曹
友
会（
三
浦
清
代
表
）よ
り

 

金
三
万
五
千
円

米
寿
お
め
で
と
う

（
十
二
月
の
敬
老
祝
い
金
贈
呈
者
）

◆
島
田
き
よ
し
さ
ん
（
高
城
）

◆
東
海
林
良
子
さ
ん
（
高
城
）

◆
佐
藤
勝
見
さ
ん
（
本
郷
）

◆
高
橋
す
ゑ
子
さ
ん
（
磯
崎
）

◆
亀
山
義
三
さ
ん
（
手
樽
）

▲紅葉ライトアップに感動する崔天凱大使（写真中央）

宝くじ助成事業で整備

　町では、宝くじの助成を受けて、AED及び
テントの防災資機材を配備しました。これは
消防団活性化対策事業として助成の対象とな
ったもので、今後、実際の災害や講習会、地
域交流活動などで活用されます。
　また、同じく宝くじの助成金で、消火栓ホ
ース及び格納箱の整備を行いました。これは、
自主防災組織育成助成事業の対象となったも
ので、火災や大規模災害時に効果的に利用さ
れます。 ▲大葉さんは、大正琴の演奏を聞く

のが楽しみだそうです

▲地元の人ならではの情報を紹介

▲宝くじ助成で整備されたAED（役場等に設置されています）
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し
め
縄
・
門
松

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り

教
室

　

十
二
月
五
日
に
松
島
東
部
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
で
し
め
縄
・
門
松

＆
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
教
室

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
め
縄
・
門
松
づ
く
り
で
は
齋

藤
久
さ
ん
（
下
竹
谷
）
を
講
師
に

迎
え
、
ワ
ラ
の
巻
き
方
か
ら
飾
り

付
け
、
門
松
の
い
わ
れ
な
ど
の
説

明
を
受
け
、
参
加
者
は
四
苦
八
苦

し
な
が
ら
も
、
お
正
月
用
の
し
め

縄
飾
り
と
門
松
を
作
り
上
げ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
藤
の
つ
る
を
使
っ
た
ク

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
や
カ
ゴ
作
り
も

行
わ
れ
、
参
加
者
は
太
い
つ
る
や

細
い
つ
る
を
上
手
に
編
み
込
ん
で

い
き
な
が
ら
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
や
カ
ゴ
を
思
い
思
い
に
作
っ
て

い
ま
し
た
。

パ
ド
ル
テ
ニ
ス
教
室
開
催

（
夜
間
コ
ー
ス
）

　

パ
ド
ル
テ
ニ
ス
は
テ
ニ
ス
の
半

分
位
の
コ
ー
ト
で
、
卓
球
の
ラ
ケ

ッ
ト
を
大
き
く
し
た
形
状
の
も
の

を
使
用
し
て
行
い
ま
す
。
硬
式
テ

ニ
ス
と
同
じ
ル
ー
ル
な
の
で
、
気

軽
に
楽
し
め
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

● 

日
時　

二
月
二
日
（
火
）、
九

日
（
火
）、
十
六
日
（
火
）

　

午
後
七
時
〜
午
後
八
時
三
十
分

●
場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

●
会
費　

無
料

●
締
切
り　

一
月
二
十
日
（
水
）

●
主
催　

中
央
公
民
館

●
申
込
み
・
問
合
先

　

中
央
公
民
館

　

☎
３
５
３
―
３
０
３
０

松
島
博
物
館
探
訪
第10巻

　

こ
の
鎧
は
伊
東
重
信
が
着
用

し
て
い
た
も
の
で
鉄て
つ

黒く
ろ

漆う
る
し

四し

枚ま
い

胴ど
う

と
い
う
造
り
で
す
。
こ
の
鎧

に
は
兜か
ぶ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
は
戦
い
の
中
で
な
く
し
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
伊
東
重
信

と
い
う
人
物
は
藤ふ
じ

原わ
ら
の

鎌か
ま

足た
り

の
子

孫
で
あ
り
、
伊
達
十
一
代
持も
ち

宗む
ね

の
時
か
ら
代
々
仕
え
て
い
た
家

系
で
、
重
信
は
伊
達
晴は
る

宗む
ね

・
輝て
る

宗む
ね・
政ま
さ

宗む
ね

の
三
代
に
仕
え
ま
し
た
。

　

重
信
は
天て

ん

正し
ょ
う

十
三
年

（
一
五
八
五
）
政
宗
の
父
輝
宗
の

敵か
た
き

畠は
た
け

山や
ま

氏し

を
討
つ
戦
い
「
人ひ
と

取と
り

橋ば
し

の
戦
い
」（
現
福
島
県
本
宮
市
）

に
お
い
て
、
高た
か

倉く
ら

城じ
ょ
う

（
現
福
島

県
郡
山
市
）
に
配
置
さ
れ
ま
し

た
。
敵
は
そ
こ
を
要
害
地
と
考

え
、
多
く
の
兵
を
向
か
わ
せ
ま

す
。
こ
れ
を
見
て
城
内
に
い
た

伊
達
方
の
中
に
は

籠ろ
う

城じ
ょ
う

説
も
あ
り
ま

し
た
が
、
重
信
は

玉
砕
戦
法
を
主
張

し
、
少
な
い
兵
で

善
戦
し
ま
し
た
。

天
正
十
六
年

（
一
五
八
八
）
に
は
佐さ

竹た
け

・
蘆あ
し

名な

等
の
連
合
軍
と
の
戦
い
「
夜よ

討う
ち

川が
わ

の
戦
い
」（
現
福
島
県
郡
山
市
）

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
戦
い
で

重
信
が
政
宗
の
身
代
わ
り
と
な

り
政
宗
を
救
い
ま
す
が
、
討
死

し
て
し
ま
い
ま
す
。
伊
達
軍
は

劣
勢
で
し
た
が
、
蘆
名
の
領
地

内
で
争
い
が
起
こ
り
戦
い
を
続

け
に
く
く
な
っ
た
た
め
、
調
停

を
行
い
和わ

睦ぼ
く

が
成
立
、
伊
達
軍

は
救
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
夜
討
川
の
戦
い
」
の

舞
台
と
な
っ
た
窪
田
河
畔
に
は

重
信
の
功
績
を
称
え
る
石
碑
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は
川

の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
た
め
、

福
島
県
白
河
市
の
日
吉
神
社
に

移
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲しめ縄づくりに四苦八苦

▲伊東重信が着用していた鎧

伊い

東と
う

重し
げ

信の
ぶ

の
鎧よ

ろ
い

▲思い思いのクリスマスリースをつくりました

▲パドルテニスは気軽に楽しめるニュースポーツ
です
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話題の本

「１２歳の空」
三船　恭太郎　著

　小学5年の時に転校してきた少
し型破りな少年･ハヤとケースケ
はすぐに意気投合した。現在12歳
の等身大の作者が贈る、少年たち
の小学校卒業までの友情と別れを
描いた小説。
　大人が子ども時代を振り返る物
語ではなく、正にこの世代を生き
ている作者の純粋な文章は爽快感
を味わえる。第2回12歳の文学賞
大賞作品。

今月の新刊
「同期」 今野　敏　著
「かあちゃん」 重松　清　著
「乱反射」 貫井徳郎　著
「骨ビルの庭（上下）」
 宮本　輝　著
「獣の奏者Ⅲ、Ⅳ」
 上橋菜穂子　著
「伊藤まさこの針仕事」
 伊藤まさこ　著
「樹木の見どころ勘どころまるわ
かり図鑑」 大海　淳　著
「日本人の知らない日本語」
 蛇蔵＆海野凪子　著

図　書　室
■平日10:00 ～ 18:00
■土・日・祝日　10:00 ～ 16:00
■休館日　月曜日、月曜日が祝　
　　　　　日の場合は翌日
●問合先　勤労青少年ホーム
　　　　　0354－4036
年始は1月5日（火）より開館しま
す。

本の宝箱

●
日
時　

　

平
成
二
十
二
年
一
月
十
日（
日
）

　

午
前
十
時
〜

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
対
象　

　

平
成
元
年
四
月
二
日
〜
平
成
二

年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
方

●
そ
の
他

　

勤
労
、
就
学
等
に
よ
り
町
内
に

住
所
を
有
し
な
い
方
は
、
お
早
め

に
中
央
公
民
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●
問
合
先　

中
央
公
民
館

　

0
３
５
３
―
３
０
３
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
５
３
―
３
０
３
２

品
井
沼
干
拓
資
料
館

開
放
日

　

毎
週
金
曜
日
は
予
約
無
し
で
見

学
で
き
ま
す
。

● 

開
放
時
間　

午
後
一
時
〜
午
後

五
時

● 

問
合
先　

教
育
委
員
会
生
涯
学

習
班　

0
３
５
４
―
５
７
１
４

※ 

十
二
月
二
十
九
日
〜
一
月
三
日

は
休
館
と
な
り
ま
す
。

図
書
室
の
開
館
時
間

変
更
の
お
知
ら
せ

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
図
書
室
の
平

日
の
開
館
時
間
が
一
月
五
日
（
火
）

か
ら
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
開
館
時
間

　

平
日　

午
前
十
時
〜
午
後
六
時

● 
問
合
先　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

☎
３
５
４
―
４
０
３
６

松
島
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
の

結
果
に
つ
い
て

　

松
島
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
が
十

月
か
ら
十
二
月
ま
で
松
島
第
二
町

民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

ケ
ン
チ
ャ
ン
Ｆ
Ｃ

準
優
勝　

ブ
ル
ー
ス
カ
イ

第
三
位　

レ
ッ
ド
ス
タ
ー
ズ

ふ
れ
あ
い
映
画
教
室

●
日
時　

一
月
十
三
日
（
水
）　

　

午
前
十
時
か
ら
正
午

● 

場
所　

中
央
公
民
館 

視
聴
覚

室
●
内
容　

誰
が
た
め
に

●
主
演　

浅
野
忠
信
、
小
池
徹
平

●
入
場
料　

無
料

●
問
合
先　

中
央
公
民
館

　

☎
３
５
３
―
３
０
３
０

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
ま
つ
し
ま
十
二
月
号
十
三
ペ

ー
ジ
の
第
五
十
五
回
松
島
芭
蕉
祭
並

び
に
全
国
俳
句
大
会
の
記
事
中
、
嘱

目
の
部
佐
怒
賀
正
美
選
入
選
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
次
の

通
り
訂
正
し
ま
す
。

佐
怒
賀
正
美
選　

入
選

牡
蠣
船
の
エ
ン
ジ
ン
音
の
重
さ
か
な

         　
　
　

 

所　

康
子
（
松
島
）

▲昨年の成人式の様子

成
人
式
典
を
開
催
し
ま
す

▲白熱した試合が展開されました
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　農林水産省では、平成22年２月１
日現在で、「2010年世界農林業セン
サス」を実施します。この調査は、我
が国の農林業・農山村地域の実態を
明らかにする最も基本的な調査です。
１月中旬から調査員が農林関係者の
方々を訪問して、調査票に農林業の
経営状況などの記入をお願いします。
　調査票に記入された事項について
は、統計以外の目的には使用されま
せんので、ご協力をお願いします。
●問合先　企画調整課企画調整班
　☎354-5702

　所得税（譲渡所得を含む）・消費税・
贈与税の確定申告書作成会場を「マリ
ンゲート塩釜３階マリンホール」（塩
釜市港町１－４－１）に開設します。
●開設期間　２月１日（月）～３月
15日（月）（土・日曜日・祝日を
除きます）

●開設時間　午前９時～午後４時
　塩釜税務署内には、確定申告
書作成会場を開設していません
ので、確定申告書作成会場「マ
リンゲート塩釜３階マリンホー
ル」をご利用ください。
　申告と納税の期限は、所得税・
贈与税は３月15日（月）まで、消
費税及び地方消費税は３月31日
（水）までです。期限間近になり
ますと窓口が大変混雑しますの
で、申告はお早めに。
インターネットで確定申告！
国税庁ホームページ（http://
www.nta.go.jp）の「確定申告書等
作成コーナー」により所得税・
消費税等の確定申告書や青色申
告決算書等が簡単に作成できる
ほか、e-Ｔaxへの直接送信も行
うことができます。
●問合先　塩釜税務署
　☎362-2151

　「110番」は県民の皆さんが交通事
故や盗難事件等の被害に遭ったり
目撃した場合に、警察官を現場に
急行させ、事件の処理、負傷者等
の救護・救出、犯人の検挙等を行
うための「緊急通報用電話」です。
　しかし、実際には、いたずら電話
や緊急ではない相談や問い合わせ
等の「110番」通報が多く、実際に緊
急を要する事件・事故に対応でき
なくなるなどのおそれがあります。
　緊急を要しない警察への問い合
わせなどは、警察相談専用電話
　＃9110（プッシュホン）
　☎266-9110をご利用ください。

　仙台教育事務所管内の小中学校に
勤務する講師、代替養護教諭、代替
栄養教諭、代替学校栄養職員を希望
する方の登録会を開催します。
●日時　１月22日（金）
　小学校講師等　午前９時～午前11時
　中学校講師等　午後１時～午後４時
●会場　宮城県仙台合同庁舎
●資格　小中学校の教諭、養護教
諭、栄養教諭の教員免許または
栄養士免許のいずれかをお持ち
の方（取得見込み含）
●ホームページ　http://www.pref.
miyagi.jp/sd-kyouiku/
●問合先　宮城県仙台教育事務所
　☎275-9258

　平成22年度の臨時職員募集を行います。
　募集職種については、広報まつし
ま１月号と同時配布のチラシのとお
りです。勤務条件はそれぞれ異なり
ますので、確認の上申込みください。
免許等の写しが必要な職種は、申込
みの際履歴書に添付願います。
●申込期間　１月４日（月）～１月
14日（木）　午前８時30分～午
後５時（土・日・祝日除く）

●面接予定日　１月18日（月）～１
月22日（金）（面接についての詳細
は、履歴書提出後に連絡します）
●採用方法　書類審査及び面接に
より採用決定します。

●問合先　総務課総務管理班
　☎354-5701

　一般の方から予備自衛官を養成
する制度です。
●資格　
一般：18歳以上34歳未満
技能：18歳以上で国家免許資格
を有する方（資格により63歳未
満～ 55歳未満の方）
●受付期間　１月12日（火）～４月
９日（金）
●試験期日　４月17日（土）～４月
19日（月）のいずれか１日
●合格発表　５月21日（金）
　※詳細はお問い合わせください。
●問合先　自衛隊宮城地方協力
　本部石巻地域事務所
　☎0225-83-6789

募　集

健康の日参加者募集

●日時　１月15日（金）　午前10時～午前11時30分
●場所　松島町温水プール（美遊）
●内容　内丸先生のバランスボールエクササイズ
●参加費　300円
●申込み・問合先　☎355－0703保健福祉センター内（健康づくり担当）
※来月の健康の日は２月12日（金）でスタジオでの軽運動になります。

新しい年を向かえ、皆さんはいかがお過ごしでしょうか？
「今年こそは・・・」という皆さん、年の初めから楽しく体を動かしてみま
せんか？ぜひ、ご参加ください。

松島町臨時職員を募集します１月10日は「110番の日」2010年世界農林業センサス
が実施されます

塩釜税務署からのお知らせ
確定申告会場が変わります

小中学校勤務の講師等募集 予備自衛官補（一般・技能）
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●日時　毎月第２・第４木曜日
　１月14日（木）、１月28日（木）
　午前10時～正午　
●場所　塩釜保健所　
●問合先　塩釜保健所
　☎363-5505

　町税は、便利で忘れない、しかも
安心な口座振替を利用しましょう。
今月の納税
●納期　２月１日（月）
●町県民税　第４期（普通徴収）
●国民健康保険税　10期（普通徴収）
●問合先
　課税については税務班
　☎354-5703
　納付については特別滞納整理室
　☎354-5913

　国民健康保険加入者で今月70歳以
上になる方（１月２日～２月１日生ま
れ）へ、高齢受給負担割合が記載され
た国民健康保険者証を郵送します。
　なお、現在お持ちの被保険者証
については、役場町民福祉課国保
窓口に返還してください。
●発送日　１月22日（金）
●問合先　役場町民福祉課
　町民サービス班　☎354-5705

　本年度発行した納付書（第４期
分）で町の指定する金融機関でお
納めください。
　平成17年度賦課された方は本年
度が最終年度となります。
●問合先　水道事業所下水道班
　☎354-5710

　松島町が発注・調達する物品・
役務及び各種業務や工事等の平成
22年度入札参加登録（追加）審査受
付を実施します。登録方法の詳し
い情報は、松島町ホームページを
閲覧願います。
● ホームページ http://www.town.
matsushima.miyagi.jp
●問合先　財務課財政班
　☎354-5792

●日時　１月５日（火）、２月２日（火）
　午前10時～午後３時
●場所　勤労青少年ホーム
●相談担当者　人権擁護委員・行
政相談委員・消費生活相談員
●問合先　町民福祉課福祉班
☎354-5706、企画調整課まちづく
り支援班　☎354-5809、産業観
光課商工観光班　☎354-5708

●日時　１月14日（木）
　午前10時～午前11時30分
●定員　６～８人程度
●場所　ふれあいの家（高城）
●内容　
　・日頃の介護についての情報交換
　・介護保険などの情報提供など
● 問合先　松島町地域包括支援セ
ンター　☎354-6

ロウゴニッコリ

525

●日時　１月19日（火）
　受付　午後１時～午後１時15分
●対象　松島町在住の妊婦の方　
●健診内容　口腔内診察、ぺリオ
スクリーン検査（歯周病の判定）
歯みがき指導、妊婦体操など

●費用　無料
●問合先　保健福祉センター「ど
んぐり」　☎355－0703

●日時　２月６日（土）、７日（日）
　午前９時～午後３時まで
●場所　松島かきまつり会場
●内容
　全血献血（400ml・200ml）
●問合先　町民福祉課健康長寿班
　☎355-0666

お知らせ

 1月 1日（祝）玉川歯科医院 塩釜市玉川2-6-9 ☎366-5155
 1月 2日（土）山王歯科クリニック 多賀城市山王字山王二区133 ☎368-9156
 1月 3日（日）千葉歯科医院 塩釜市東玉川2-31 ☎362-5253
 1月10日（日）杉の入歯科医院 塩釜市杉の入3-2-1 ☎362-0182
 1月11日（祝）渋井歯科医院 塩釜市宮町4-9 ☎362-0637
 1月17日（日）山王歯科クリニック 多賀城市山王字山王二区133 ☎368-9156
 1月24日（日）誠寿歯科医院 多賀城市高橋2-19-20 ☎368-5588
 1月31日（日）そうま歯科医院 利府町青山3-40-3 ☎356-1484
 2月 7日(日）玉川歯科医院 塩釜市玉川2-6-9 ☎366-5155

歯科休日診療　（受付：午前９時～午後３時）

犬・猫引き取り日

納税は口座振替で！

２月１日は下水道事業受益者
負担金の第４期納入期限です

入札参加登録受付

介護者交流会の開催

国民健康保険被保険者証兼
高齢受給者証の交付について

人権なんでも相談・行政相談・
消費生活相談合同相談所

マタニティ歯科健診
～ママと赤ちゃんのためのむし歯予防～

献血は身近にできるボランティア
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町民福祉課健康長寿班主催教室
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新しいことに挑戦するきっかけとなる月です。運動で身も心も元気になりましょう。「美遊」では、各種教室の参加者をします。
　１月９日（土）午前11時から温水プール ｢美遊｣ スタジオにて参加料とともに受付します。
●問合先　スポーツ振興センター　☎354－4485

小学生水泳教室part 4
●期日　 １月22日､ 29日､ ２月５日､ 12日､ 19

日､ 26日､ ３月５日､ 12日､ 22日（祝）
（全９回・22日以外全て金曜日）

●対象　小学生（初級・中級の部に分け実施）
●時間　初級の部　午後４時45分～午後５時45分
　　　　３月22日は午前11時～正午
　　　　中級の部  午後５時45分～午後６時45分
　　　　３月22日は午前11時～正午
●募集人員　それぞれ20人
●内容　
初級の部　 バタ足の練習からスタートし、15m完

泳を目指すクラスです。
中級の部　 25mクロール完泳とその他の泳法を学

ぶクラスです。
●指導者　猪股慎一、高橋枝里子
●参加料　１人3,500円

松島町温水プール各種教室参加者募集

水中ウォーキング教室　＜全８回コース＞
　歩行プールでのウォーキングで水に慣れた後、25ｍプールで
いろいろなウォーキング、ストレッチなどの水中運動を行います。
●期日　2月6日､ 2月13日､ 2月20日､ 2月27日､ 3月6日､
　　　　3月13日､ 3月20日､ 3月27日（すべて土曜日）
●時間　午後１時30分～午後３時
●参加料　4,000円（８回分）

水中エアロビクス教室＜全８回コース＞
　25ｍプールを使って、水中でのストレッチ、ジャンプ、ステ
ップ、筋力アップのための水中運動を行います。
●期日　2月5日､ 2月12日､ 2月19日､ 2月26日､ 3月5日､
　　　　3月12日､ 3月19日､ 3月26日（すべて金曜日）
●時間　午前10時～午前11時30分
●参加料　4,000円（8回分）

楽らくエアロビクス教室＜全８回コース＞
　スタジオまたはシルバートレーニングルームを使って、音楽
にあわせてリズムダンス＆ウォーキング、ボール体操など柔軟
性と筋力アップのための体操を行います。
●期日　1月28日､ 2月4日､ 2月18日､ 2月25日､ 3月4日､
　　　　3月11日､ 3月18日､ 3月25日（すべて木曜日）
●時間　午前10時～午前11時30分
●参加料　4,000円（８回分） 

町民福祉課健康長寿班の教室
●場所　温水プール「美遊」
●対象者　65歳以上の方（先着15人まで）
●申込み　１月15日（金）まで
●申込み・問合先　町民福祉課健康長寿班
　　　　　☎355－0703

　スリムボディエクササイズ
　本気で減量を目指したい方を対象とした本気モードのエクササイズを開催
します。
　健康管理のため、また理想の体型を目指したい方、ご参加をお待ちしてい
ます。
●日時　１月28日､ ２月４日､ 18日､ 25日､ ３月４日､ 11日､ 18日
　　　　 （全７回・全て木曜日）
　スタジオ→午後７時～午後７時40分
　プール→　午後７時50分～午後８時30分
●場所　スタジオとプール
●詳細　 スタジオにおいて自分の体に合わせた筋力運動をした後、プールに

移動し有酸素運動やリラクゼーションを実施します。
●対象　一般
●募集人員　15人
●指導者　内丸由美子
●参加料　 １人3,500円　スタジオのみプールのみの参加も可能です。その

際の参加料はそれぞれ2,000円です。

ヨーガ教室
●日時　1月26日､ 2月2日､ 16日､ 23日､ 3月2日､ 9日､ 16日､ 30日
　　　　（全8回・全て火曜日）　午前10時30分～午前11時30分
●場所　スタジオ
●内容　ヨーガのポーズ、呼吸法  等
●対象　一般
●募集人員　15人
●指導者　西崎英子
●参加料　初回に登録料として1,000円
　　　　　その後はその都度300円がかかります

成人水泳教室
●日時　１月27日､ ２月３日､ 10日､ 17日､ 24日､ ３月３日､ 10

日､ 17日（全８回・全て水曜日）午後７時～午後８時
●対象　一般
●募集人員　10人
●内容　25mクロール完泳とその他の泳ぎを学びます。
●指導者　高橋枝里子
●参加料　１人４,000円
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　厚生年金保険、国民年金等の老齢又は退職を支給事由とする年金を受け取っている皆様に、平成21年中に
支払われた年金の金額や源泉徴収された所得税額等をお知らせする「平成21年分公的年金等の源泉徴収票」が、
１月末までに送付されます。
　「公的年金等の源泉徴収票」は、所得税の確定申告をする際の添付書類として必要になりますので大切に保
管してください。
〈次のような方は確定申告が必要になります〉
・２つ以上の年金の支払者に対して扶養親族等申告書を提出している方
・年金以外にも給与等の所得がある方
・社会保険料控除、医療費控除、生命保険料控除などを受けようとする方
　万が一、源泉徴収票をなくされた場合は「ねんきんダイヤル」（0570－05－1165）にお問い合わせください。
　なお、お問い合わせの際は年金証書の基礎年金番号・年金コードをご用意願います。
※遺族年金、障害年金については、課税の対象となっていませんので源泉徴収票は送付されません。
※年の途中でお亡くなりになった方の源泉徴収票は送付されませんので、必要な場合はお問い合わせください。

●問合先　ねんきんダイヤル　☎0570－05－1165

老齢年金を受給されている方へ　源泉徴収票が送付されます

　県では、身体障害者、知的障害者の方
などで一定の要件に該当される場合に自
動車税・自動車取得税の減免を実施して
います。
　この減免制度について、平成22年度か
ら以下のとおり取扱いが変更になります。

障害者等の自動車税・
自動車取得税の減免
見直しについて

●実施時期
　自動車税
　　平成22年度課税分から
　自動車取得税
　　平成22年4月1日取得分から
●内容
１.減免額上限
自動車税　年額45,000円（総排気量2.5ℓ超）
を超える場合には差額分を納付いただきます。
自動車取得税　課税標準額250万円を超える
場合には差額分が納付対象です。

２.自動車税の月割減免制度の導入
年度途中に減免に該当することとなった
場合、申請の翌月以後の月数に応じ、月
割相当額を減免します。

●問合先　宮城県総務部税務課納税班
　　　　　☎211－2326

松島町消防団出初式

　今年1年の無火災を祈念して、松島町消防団
出初式を挙行します。
　纏

まとい

を先頭に消防団員による力強い行進や纏振
りが披露されます。
　町民の方もご覧いただけますので、ぜひご来
場ください。

●日時　1月11日（祝）午前10時
●場所　松島第二町民体育館
●内容　観閲・式典・表彰伝達
●主催　松島町消防団・松島町
●問合先　総務課環境防災班
　　　　　☎354－5782

▲ 力強い行進や纏
まとい

振りなど披露されますので、ぜひご来場くだ
さい



くらしの情報

18

　町では、離職を余儀なくされた非正規労働者、中高年齢者等の失業者に対して、次の雇用へのつなぎ雇用の創出を図るため、
下記職種に従事する臨時職員を募集します。
《応募資格》
松島町に住民登録されている方で年齢は不問です。
基準日：平成22年４月２日時点で失業されている方（基準日までに緊
急雇用創出事業での任用期間が通算１年になる方は、応募できません。）
１．申 込 方 法　 希望職種番号を明記した市販の履歴書と失業

者であることを証明できるもの（雇用保険受
給資格者証、廃業届、履歴書、職務経歴書等）
を総務課総務管理班に提出してください。

２．申 込 期 間　平成22年１月４日（月）～１月14日（木）
３．受 付 時 間　午前８時30分～午後５時（土・日・祝日除く）
４．面接予定日　 平成22年１月18日（月）～１月22日（金）（面接

についての詳細は、履歴書提出後に連絡します）
５．採 用 方 法　書類審査及び面接により採用を決定します。
６．問　合　先　 総務課総務管理班　☎354－5701
　　　　　　　　＊勤務時間を変更する場合があります。

松島町緊急雇用対策に係る臨時職員を募集します

番号 職種 内　　　容

①

臨
時
事
務
補
助
員

（
戸
籍
・
住
基
等
窓
口
事
務
補
助
）

募集人員 1人
仕事内容 諸証明交付及び一般事務補助
勤 務 地 庁舎内（町民福祉課）
勤務時間 8：30～17：15　1日8時間・週40時間
休 日 土曜・日曜・祝日
任用期間 4月2日～9月30日
加入保険 健康・厚生・雇用・労災
賃 金 時給700円

番号 職種 内　　　容

⑤

臨
時
業
務
補
助
員

（
幼
稚
園
で
の
教
諭
の
補
助
）

募集人員 2人
仕事内容 園児の生活・保育指導の補助
勤 務 地 町内幼稚園
勤務時間 8：15～17：00

1日8時間・週40時間　計100日以内
休 日 土曜・日曜・祝日、長期休業日
任用期間 4月2日～9月30日
加入保険 健康・厚生・雇用・労災
賃 金 時給700円
そ の 他 勤務形態･休日は､ 園長の指定により

一部調整する場合があります。

番号 職種 内　　　容

②

臨
時
業
務
補
助
員

（
保
育
業
務
補
助
）

募集人員 1人
仕事内容 勤務地間の給食等の運搬及び給食調

理補助並びに分園の安全パトロール
勤 務 地 高城保育所、高城保育所分園
勤務時間 8：30～17：15  1日8時間・週40時間
休 日 日曜・祝日及び月曜から土曜までで指定する日
任用期間 4月2日～9月30日
加入保険 健康・厚生・雇用・労災
賃 金 時給700円
その他添付書類 普通自動車運転免許のコピー
そ の 他 勤務形態等は､ 所長の指定により一

部調整する場合があります。

番号 職種 内　　　容

⑥

臨
時
業
務
補
助
員

（
小
学
校
で
の
図
書
司
書
業
務
補
助
）

募集人員 1人
仕事内容 本の分類、整理業務等の補助
勤 務 地 町内小学校
勤務時間 8：15～17：00

1日8時間・週40時間　計100日以内
休 日 土曜・日曜・祝日、長期休業日
任用期間 4月2日～9月30日
加入保険 健康・厚生・雇用・労災
賃 金 時給700円
そ の 他 勤務形態･休日は､ 校長の指定により

一部調整する場合があります。

番号 職種 内　　　容

③

臨
時
業
務
補
助
員

（
保
育
業
務
補
助
）

募集人員 3人
仕事内容 保育士の業務支援及び入所児の生活・

保育指導補助
勤 務 地 松島・高城・磯崎保育所
勤務時間 8：30～17：15　1日8時間・週40時間
休 日 日曜・祝日及び月曜から土曜までで指定する日
任用期間 4月2日～9月30日
加入保険 健康・厚生・雇用・労災
賃 金 時給700円
そ の 他 勤務形態等は､ 所長の指定により一

部調整する場合があります。

番号 職種 内　　　容

⑦

非
常
勤
嘱
託
員

（
青
少
年
教
育
事
業
事
務
）

募集人員 1人
仕事内容 青少年教育事業（子ども映画教室、木

工教室、親子料理教室等）を実施する
ための事務

勤 務 地 中央公民館
勤務時間 11：15～17：00　1日5時間・週25時間

（土曜・日曜・祝日勤務有）
休 日 指定する日
任用期間 4月2日～9月30日
加入保険 労災
賃 金 時給700円
その他添付書類 普通自動車運転免許のコピー
そ の 他 勤務形態は､ 館長の指定により一部調

整する場合があります。パソコンによる
簡易な事務ができる方。

番号 職種 内　　　容

④

臨
時
業
務
補
助
員

（
小
・
中
学
校
で
の
学
級
担
当
等
の
補
助
）

募集人員 2人
仕事内容 子どもの生活・英語学習等指導の補助（町内小学

校）子どもの生活・学習指導の補助（松島中学校）
勤 務 地 町内小学校・中学校
勤務時間 8：15～17：00

1日8時間・週40時間　計100日以内
休 日 土曜・日曜・祝日、長期休業日
任用期間 4月2日～9月30日
加入保険 健康・厚生・雇用・労災
賃 金 時給700円
そ の 他 勤務形態･休日は､ 校長の指定により

一部調整する場合があります。

番号 職種 内　　　容

⑧

臨
時
事
務
補
助
員

（
地
産
地
消
推
進
事
業
事
務
補
助
）

募集人員 1人
仕事内容 町地産地消委員会等が主催・後援イ

ベントの企画・運営事務補助
勤 務 地 庁舎内・イベント会場等
勤務時間 8：30～17：15　1日8時間・週40時

間　（土曜・日曜・祝日勤務有）
休 日 指定する日
任用期間 5月19日～11月13日
加入保険 健康・厚生・雇用・労災
賃 金 時給700円
そ の 他 勤務形態は、所属長の指定により一

部調整する場合があります。 

番号 職種 内　　　容

⑨

臨
時
事
務
補
助
員

（
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業
事
務
補
助
）

募集人員 1人 
仕事内容 観光関係事務補助 
勤 務 地 庁舎内（産業観光課）
勤務時間 8：30～17：15　1日8時間・週40時間
休 日 土曜・日曜・祝日
任用期間 4月2日～9月30日
加入保険 健康・厚生・雇用・労災
賃 金 時給700円
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松島町の職員給与等のあらまし
本町職員の給与等について、町民の皆様により一層のご理解をいただくため、そのあらましをお知らせします。

区　分 住民基本台帳
人口（年度末）

歳出額
A 実質収支 人件費

B
人件費率

B/A
（参考）19年度
の人件費率

20年度 21.3.31現在15,694人
千円

5,109,580
千円

157,960
千円

1,214,387
％

23.8
％

22.3

①人件費の状況（普通会計決算）

（注）人件費とは、特別職、一般職に支給される報酬、給料、諸手当、共済負担金等を含みます。

区　分 職員数
Ａ

給与費 1人当たり給与
費　B／A給　料 期末勤勉 その他 計　Ｂ

21年度 人
145

千円
523,839

千円
213,425

千円
63,532

千円
800,796

千円
5,523

②職員給与費の状況（普通会計予算）

（注）（1） 職員手当には退職手当を含みません。　（2） 給与費は当初予算に計上された額です。
　　 （3） 特別職に支給される給与、報酬は含みません。

区　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

松島町 円
316,534

円
347,059

歳
43.6

円
310,857

円
338,932

歳
48.8

国 325,521 － 41.5 285,548 － 49.2

③ 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況

（注）（1） 平均給与月額は、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、通勤手当等の諸手当を含ん
だものです。

　　 （2） 一般行政職は、税務担当職員、栄養士、保健師、保育士、水道事業担当職員、幼稚園教諭、社
会教育主事を除いた職員です。

（平成21年4月1日現在）

区　分
松　島　町 国

初任給 ２年後の給料 初任給 ２年後の給料

一般行政職
大学卒 172,200円 185,800円 172,200円 185,800円
高校卒 140,100円 149,800円 140,100円 149,800円

④職員の初任給の状況（平成21年4月1日現在）

⑤期末手当・勤勉手当の状況　
松　島　町 国

（20年度支給割合） （20年度支給割合）
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

6月期 1.4月分 0.75月分 6月期 1.4月分 0.75月分
12月期 1.6月分 0.75月分 12月期 1.6月分 0.75月分
計 3.0月分 1.5月分 計 3.0月分 1.5月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）
職制上の段階,職務の級等による加算措置 職制上の段階,職務の級等による加算措置

⑥退職手当の状況（平成21年4月1日現在）
松　島　町 国

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 （支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.50月分 30.55月分 勤続20年 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分 勤続25年 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分 勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28 月分 59.28月分 最高限度額 59.28月分 59.28 月分
1人当たりの －　千円 24,453千円 1人当たりの －　千円 －　千円
平均支給額 平均支給額

（注） 退職手当の１人当たりの平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。

区　分 給料月額等 期末　・勤勉手当

給　

料

町　長
843,000円
674,400円
20%減額支給

副町長
645,000円
580,500円
10%減額支給

教育長 544,000円

報　

酬

議　長 297,000円

副議長 251,000円

議　員 230,000円

⑦特別職の報酬等の状況（平成21年4月1日現在）

（20年度支給割合）

町長
副町長
教育長

議長等

６月期
期末手当 1.6月分 1.6月分

12月期
期末手当 1.7月分 1.7月分

計 3.3月分 3.3月分

⑧部内別職員数の状況と主な増減理由
（各年4月1日現在）

区　分
部　門

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

平成20年 平成21年

一
般
行
政
部
門

議　会 4人 4人

総　務 36人 37人 1人 戸籍電算化準
備による増

税　務 12人 11人 △1人
固定資産評価
業務完了によ
る減

民　生 31人 28人 △3人
退職者（保育
所）不補充に
よる減

衛　生 7人 7人     
労　働 0人 0人   
農　水 6人 6人   
商　工 5人 5人

土　木 9人 8人 △1人 退職者不補充
による減

小　計 110人 106人 △4人

特
別
行

政
部
門

教　育 33人 31人 △2人
退職者不補充
と臨時職員対
応による減

公
営
企
業
等

会
計
部
門

水　道 6人 6人    
下水道 4人 4人  

その他 12人 11人 △1人
後期高齢者広
域連合へ派遣
終了による減

小　計 22人 21人 △1人
合　計 165人 158人 △7人

（注） 職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を有
する休職者、派遣職員を含み、臨時又は非常勤の職員を除いて
います。

[   　  ]

[   　  ]
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●申告される際の注意事項●
１. 農業・漁業・営業・不動産業等の所得がある方は、収入・経費等の関係書類の整理、金額を計算した上で申告してく

ださい。（収入や経費等の関係書類が整理されていない場合や金額の計算がされていない場合は、申告相談に係る
時間が大幅に増え、他のお客様のご迷惑となりますので、受付をお断りする場合があります。）

２. 医療費控除を受ける方は、あらかじめその合計額を計算の上、領収書を持参してください。

３. 社会保険料控除のための領収書（国民健康保険税・介護保険料・国民年金保険料・農業者年金保険料・任意継続保
険等で平成21年1月1日～12月31日までに支払ったもの）は必ずご持参願います。

　　（国民年金の保険料については、送付された控除証明書を必ず持参してください。）

４. 寄附金控除を受ける方は、寄附した先から発行された領収書を必ず持参してください。

５. 関係書類の不備で所得額が確認できない場合は、受付できない場合があります。

６. 職員が相談会場に出向いているので、役場窓口での申告相談等はご遠慮願います。

確定申告用紙は、役場税務班窓口及び申告会場に配置しますので、職員にお申し付けください。
※税務班窓口への申告用紙配置は2月1日以降の予定となっています。

２月 ３月
受付日 曜日 申告相談受付対象地区 受付日 曜日 申告相談受付対象地区

2/15 月 漁業者（松島地区）・観光船業者 3/1 月 幡谷行政区の全地区

2/16 火 漁業者（磯崎地区） 3/2 火 幡谷行政区の全地区

2/17 水 松島地区（1・2・3・4・5・6）
夜間受付（全行政区対象） 3/3 水 本郷行政区の全地区

夜間受付（全行政区対象）

2/18 木 松島地区（7・8・9・10・11・12・13） 3/4 木 本郷行政区の全地区

2/19 金 手樽行政区の全地区 3/5 金 初原行政区・桜渡戸行政区の全地区

2/22 月 手樽行政区の全地区 3/8 月 高城地区（西1・2・高1・2・3・新3・4・5）

2/23 火 磯崎地区（1・2・3・4・5） 3/9 火 高城地区（中・割波・割波2・光陽台・6・新6）

2/24 水 磯崎地区（6・7・8・9・10）
夜間受付（全行政区対象） 3/10 水 高城地区（7・8・9・10）

夜間受付（全行政区対象）

2/25 木 下竹谷行政区・北小泉行政区の全地区 3/11 木 全行政区対象

2/26 金 上竹谷行政区・根廻行政区の全地区 3/12 金 全行政区対象

2/28 日 全行政区対象 3/15 月 全行政区対象

午前： 9時　から　11時まで
午後：13時　から　15時まで

通常受付日
及び

休日受付日

夜間：17時　から　19時まで 申告期間中
の水曜日

■受付時間

※夜間の申告・相談について

3/16 以後、町での申告受付はできません。
確定申告の場合は、直接税務署へ申告となります。

　夜間の申告・相談は、申告期間中の水曜日
　（2/17・2/24・3/3・3/10）のみ行います。
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　町では、右記日程により申告相談会場を松島町中央公民館に開設します。
　申告相談会場は毎年非常に混み合いますので、混雑の緩和のためにも、地区の割当日に申告相談されますようお願いします。
　また、収入や経費のわかる書類や領収書等は整理し、あらかじめその金額を計算の上申告・相談されますようお願いします。
　なお、①譲渡収入（土地・建物・株式等を売却して得た収入）の申告　②株式配当・報酬の申告　③青色申告　④消費税
の申告　⑤平成21年分所得以外（過年分）の申告　を行う場合は、他の収入と併せて塩釜税務署（会場：マリンゲート塩釜）
で申告してください。

●町・県民税の申告をしていただく方●
１.  平成22年1月1日現在、松島町に住所を有している方で、平成21年1月1日から12月31日の間で、

給与・年金・事業・農業・不動産業等の所得がある方
ただし、次の方を除きます。

（1）給与所得のみの方で、勤務先で年末調整を行い、給与支払報告書が町に提出されている方
　　なお、年末調整を行った方でも、医療費控除等の所得控除を受けようとする場合や、年末調整の控除内容と異なる方、

また、給与所得のみの方でも2ヵ所以上の事業所から給与の支払を受けている場合などは申告書の提出が必要となります。

（2）税務署に確定申告書を提出された方（e－Taxでの申告も含みます。）

（3）所得が公的年金のみの方で、年金支払者へ毎年提出する「現況届」の内容と相違がなく、かつ、所得の控除を受け

る必要のない方

（4）個人事業者に係る消費税の申告は塩釜税務署（会場：マリンゲート塩釜）で行ってください。
　　（町では消費税の申告に係る許可を受けていないので受付することはできません。）

２.  収入のない方でも下記に該当する方は申告が必要です。
（1）国民健康保険に加入されている方

申告をしていただくと、収入が一定金額以下の場合に国民健康保険税額の軽減措置を受けることができます。（申
告されないと、この軽減を受けることができません。）

（2）児童手当・保育所入所・町営住宅入居を申請する方や町営住宅に入居されている方
申告されないと、申請時に必要な所得証明書、又は非課税証明書が発行することが出来ません。

●申告相談の際に持参していただくもの●
１. 印鑑（シャチハタ系は除きます。）

２. 源泉徴収票の原本（給与や年金の収入がある方）

３. 支払調書の原本（講師料等の収入がある方）

４. 収入及び経費がわかる書類（収入明細書や領収書、帳簿類等）

５. 所得控除に必要な各種証明書（生命保険・地震保険・領収書（国民年金・国民健康保険税・介護保険料等））

６.  農業所得がわかる米穀売渡実績表や収入金額が明らかとなる書類（JAから送付されたものを含む。）とともに、経
費の内訳のわかる書類・帳簿・領収書等

７.  障害のある方や扶養している方が所持している身体障害者手帳・精神保健障害者手帳・療育手帳等（要介護支援の
認定を受けている方で、上記の手帳等をお持ちで無い方は、町で発行する「障害者控除対象者認定書」）

８. 還付申告をされる方は、本人の口座番号と振込先の金融機関が確認できるもの。（通帳等）

町民税・県民税申告相談について
●●●●●平 成 22 年 度
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　１月末日の締切日が近づいてきまし
た。観光都市「松島」の風景に限らず、
松島の風物、営み、暮らす人々、な
ど自由にお撮りいただいた作品をお寄
せください。
　今回からジュニア（中学生以下）の
部門も新設されました。ジュニアらし
い楽しい写真をお待ちしています。応
募要綱のない方は、ウイザス事務局
（松島町野外活動センター）、松島駅
前駐輪場、（有）松島佐藤新聞店にあり
ます。
　展示発表会は２月下旬に松島セン
チュリーホテルで開催予定です。
　年齢、性別、カメラの種類を問わ
ず気軽に応募ください。
ウイザス大賞（一般部門）賞金３万円・
賞状・副賞
佐藤新聞店賞：賞状・副賞
ジュニア部門賞：賞状・副賞　ほか
審査委員長賞、各スポンサー賞（セン
チュリーホテル・ホテル絶景の館ペ
ア宿泊券）など豪華賞品を進呈。
●問合先　NPO法人ウイザス
　　　　　☎353-3910

　お正月になるとお餅を食べる機会も増
え、喉に詰まらせる窒息事故が毎年数件
発生しています。特に高齢者の方による
事故が多く発生していますので、お餅を
食べる際は口いっぱいにほおばったり、
食べながら話をしないように心がけ、なる
べく小さく切って食べるようにしてくださ
い。万が一の時にはすぐ「１１９番」通報を！
●問合先　松島消防署　☎354-4226

　新しい年を迎え、MIA日本語教育
ボランティア養成講座を開設しま
す。地域に住んでいる外国人のた
めに日本語を教えてみませんか。
この講座は日本人が外国人に日本
語を教えるにはどうしたらよいの
かを学び実践するためのものです。
●日時　１月13日、20日、27日、２
月３日、10日（全て水曜日）
　午後１時～午後４時
●場所　中央公民館　クラブ室
●講師　日本語学習支援機構 
　　　　ＥM-ＮＥＴより派遣
●主催　（財）宮城県国際交流協会（MＩＡ）
●共催　松島町国際交流協会、松島
日本語教室　
●問合先　宮城県国際交流協会
　☎275-3796
　松島日本語教室　☎354-3178

●日時　毎週火曜日
　午後７時30分～午後８時30分
●場所　松島町温水プール「美遊」
●会費　月2,500円
●対象　一般（初心者）
●申込み・問合先
　鈴木　☎368-7078

●日時　１月26日（火）　午後４時
●場所　ホテルグランドパレス塩釜
●演題　2010年の展望
●講師　仙台八坂神社
　宮司　佐山輝明氏
　講演会　無料　交歓会4,000円
●申込み・問合先　（社）塩釜法人会
事務局　☎365-8859 

　平成21年度７回目の危険物取扱者
試験が平成22年２月21日に実施され
ることに伴い、乙種第４類の受験者
を対象に危険物取扱者試験準備講習
会を開催します。
●日時　２月２日（火）、２月16日（火）
午前９時～午後４時30分まで

●場所　マリンゲート塩釜
●受付　１月６日（水）～１月26日（火）
●定員　60人（定員になり次第締め
切ります）

●申込　塩釜地区管内の各消防署
●料金　2,500円（テキスト代として
申込時にお支払いください）
●問合先　塩釜地区防災安全協会
　（事務局　消防事務組合消防本部
予防課　☎361-1617

●日時　２月28日（日）　午前８時30分
●場所　B＆G海洋センター
●競技種目
（１）小学生の部　男子個人戦、女子個人戦
（２）ピンポンの部（中学生以上の初心者）　男女フリー個人戦
（３）一般の部（中学生以上の経験者対象）　男子個人戦、女子個人戦
●競技方法　全種目、予選リーグ（３～４人）、決勝トーナメント方式。
40ミリ公式球（ホワイトボール）使用。11点５ゲームスマッチ。

●参加資格　松島町民。町内在勤、在学者及び町内各小・中学校の卒業者。
●参加料　小学生無料。中学生以上一人500円。（参加料は当日徴収）
●申込方法　海洋センター気付、松島町卓球協会宛又は、卓球協会長宅。
●締切　２月22日（月）必着。
●問合先　スポーツ振興センター　☎354－4485

もしもの事故に備えて！

松島の四季写真コンテスト
〆切迫る！ H22・１・31

MIA日本語ボランティア
養成講座受講生募集

エアロビクス同好会会員募集

塩釜法人会女性部会
新春講演会・賀詞交歓会

 危険物取扱者試験準備講習会

第20回松島町スポーツフェスティバル
卓球大会



健 康 どんら

健康プランの目標 実績値（H19） 目標値（H24）
特定健診の受診率の向上 － 65％
特定保健指導の実施率の向上 － 45％
メタボリックシンドローム
予備群の推定数の減少

205人（18.3％） 10％減少

メタボリックシンドローム
該当者の推定数の減少

100人（8.9％） 10％減少

肥満者（BMI・腹囲）の推定数の減少 455人（40.5％） 10％減少
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マタニティ（保健福祉センターどんぐり）
1/4（月）、1/18（月）、2/1（月）
母子健康手帳の交付　　9：30～11：00
（＊上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。
　☎355-0703）

乳幼児健診等（保健福祉センターどんぐり）
1/6（水） 2歳6カ月児歯科健診（H19.7月～8月生）
 受付　9：30～9：45
1/6（水） 2歳児むし歯予防教室（H19.12月～ H20.1月生）
 受付　10：00～10：15
1/8（金） 3～4カ月児健診（H21.8月7日～H21.10月8日生）
 受付　12：30～12：45
2/2（火） ハイハイ赤ちゃんセミナー（6～7カ月児育児相談）
 （H21.6月～7月生）
 受付　9：30～9：45
2/2（火） 1歳6カ月児健診（H20.6月～7月生）
 受付　12：30～12：45
2/5（金） 3歳6カ月児健診（H18.7月～8月）
 受付　12：30～12：45

健康相談（保健福祉センターどんぐり）
1/ 4（月）、1/19（火）　どんぐり保健室　 9：30～11：30
1/14（木）　　　　　   どんぐり保健室　13：30～14：30
血圧測定、尿検査、栄養相談、歯科相談等もできます。お気軽に
ご利用ください。

予防接種（保健福祉センターどんぐり）
【BCG】　2/4（木）　対象　H21.9月3日～11月14日生
　　　　受付　9：00～9：30

シルバー昼食会
1/14（木）　あったか～い（ひだまり）
1/19（火）　あったか～い（どんぐり1班）
1/20（水）　あったか～い（公民館）
1/21（木）　あったか～い（健康館）
1/22（金）　あったか～い（品井沼）
1/26（火）　あったか～い（どんぐり2班）

健康づくり事業
1/15（金）　健康の日イベント（温水プール）

1/18（月）　ノルディックウォーキング教室　10：00～11：30
1/28（木）　メタボリック改善教室（減

ヘ ル シ ー
る脂―クラブ）

健康増進機器利用講習会　平日（1人30分程度）
＊事前に予約が必要です。
●問合先　☎355-0703（保健師、栄養士）

機能訓練事業（保健福祉センターどんぐり）
1/15（金）　ぱいんの会　10：00～13：00

電話相談
　保健福祉センターどんぐりでは、電話による各種相談をお
受けしております。
心配なときにご利用ください。FAX相談もお受けしています。
☎355-0666（平日8：30～17：00）
℻  353-3722（平日8：30～17：00）
・ 健康に関するご相談は･･･
  健康づくり（保健師・栄養士） ☎355-0703
・育児・子どもの発育・発達の不安に関するご相談は･･･
  子育て支援センター  ☎354-6888
・高齢者の介護・生活等に関するご相談は･･･
  地域包括支援センター  ☎354-6525

塩釜保健所での各種相談（予約制）
こころの相談   1/28（木）
アルコール・薬物相談  1/15（金）
ひきこもり・思春期こころの相談 1/27（水）
＊事前に予約が必要です。
性感染症相談  平日（8：30～17：15）
＊電話にて匿名で受け付け、無料で実施します。
HIV抗体・クラミジア抗体検査
1/6（水）、1/20（水）
＊HIV抗体検査は電話予約により匿名で受け付け、原則とし
て無料です。
骨髄バンク登録受付
1/6（水）、1/20（水） 10：00～11：00
●申込み・問合先：
塩釜保健所　母子・障害班  ☎363-5507
塩釜保健所　健康対策班  ☎363-5504
保健福祉センターどんぐり  ☎355-0703（保健師）

はじめましょう！私の健康スタイル　松島町健康プラン⑩＜目標値＞
　平成20年度から特定健診がスタートし、2年目となった今年の受診率
は約44％（10月現在）で、約2％増加しました。受診者のうちメタボリ
ックシンドローム予備群は12.3％、メタボリックシンドローム該当者
は21.8％という結果でした。町では対象となられた方に特定保健指導
を実施していますが、今年度は41人の申込みがありました。11月から
保健師と管理栄養士のサポートを受けながら生活習慣を見直し、半年後
のメタボリックシンドロームの改善を目指して取り組んでいます。

《今月のピカピカ賞》

　12月４日の３歳６カ月児健診において、むし歯
のなかったお子さんを紹介します。
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以上、１０人でした。

★これからもよい食習慣と歯みがきを続けて、

きれいな歯を守りましょう！



7月21日は日本三景の日です

　住民の皆さんの利便性を図るため、
各種証明書の発行、公金の収納業務
について、毎週月曜日は午後7時まで
窓口を延長しています。
（ただし、月曜日が祝祭日の場合は
翌日になります）

毎週月曜日は窓口業務を
午後7時まで延長しています

この広報紙は、古紙パルプ配合率100%
の再生紙と植物性大豆油インキを使用
し、環境にやさしい水なし印刷方式を
採用しています。

松島に
活きる

明日に向かってがんばっているみなさんを紹介

無農薬有機栽培の農業に懸ける
松下辰男さん（上竹谷）

安全安心な食材の提供を

　松下辰男さんは昨年4月に仙台から友人の畑がある松
島に移り住み無農薬有機栽培の農業に取り組んでいます。
30年前から趣味で家庭菜園を行っていたそうですが、奥
様の介護をするため会社勤めを辞め、本格的に農業に取
り組むようになりました。　　

自分の育てた金時草が認められ

　松下さんが特に力を入れて取り組んでいるのが、金
きん

時
じ

草
そう

と呼ばれる菊科の野菜。仙台市の有名ホテルの料理長
が、「こんなにおいしい金時草は初めて」と、とても気に
入ってもらえたのが本格的に金時草を栽培するきっかけ
になったそうです。「料理長がその場で料理した金時草の

おいしさに、自分でもあらためてびっくりしました」と
話す松下さん。通常の金時草よりも色が濃く、葉に厚み
があり、他の品種と間違われることもあるそうです。

苦労してでも安全安心な食材を

　「金時草は、生で食べることは少ないのですが、私が栽
培しているものは、えぐみがなく、生サラダなどとして
食べられます。もちろん、天ぷらやおひたし等でもおい
しく食べられますよ。何よりも無農薬有機栽培なので、
安心して食べていただけます」と話す松下さん。病害虫
や温度管理など苦労も多いそうですが、食の安全安心を
第一に考えているそうです。

将来は「松島産」をブランドに

　松下さんの野菜は、ねまわりの野菜畑などで販売され、
宿泊施設でも利用されるなど、町内でも流通されるよう
になってきました。「カキ殻の石灰分等を利用するなど、
地元産の有機肥料を積極的に取り入れて、地域の方々と
協力しながら“松島産”として自分たちのブランドを確立
したいですね」と話す松下さん。観光振興も視野に入れ
ながら、安全安心な健康食品の提供に力を注いでいます。

（　）は前月比
男 7,576人（－9） 人口 15,635人（－20）
女 8,059人（－11） 5,504世帯（－9）

町の人口
（H21年12月1日現在:住民基本台帳）
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▲長い間、町民に親しまれた旧鈴木内科医院の建物

▲松下さん

▲鮮やかな紫色が特
徴の金時草。7月
～ 11月が旬です
が松下さんはハウ
ス栽培にもチャレ
ンジしています


